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12月

診療時間 AM 9:00 〜 PM 1:00
PM 2:00 〜 PM 6:00

休 診 日 日曜・祭日・木曜

各宗・総合葬祭

㈱マルシン葬祭社
寝台車（霊柩）・ワゴン・マイクロバス

佐
野
利
器
は
明
治
十
三
年
、
荒
砥
（
現：

白
鷹
町
）の
名
主
山
口
家
に
生
ま
れ
、同
二
十
八

年
、佐
野
家
に
養
子
入
り
し
ま
す
。養
父
誠
一
郎

は
教
員
、
養
母
“
た
い
”
は
旧
上
山
藩
士
増
戸

家
出
身
の
人
物
で
し
た
（
佐
野
家
は
大
正
三
年

に
山
形
市
よ
り
上
山
に
転
居
し
て
い
る
）。
以

後
、
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
（
明
治
三
十
年
入

学
）
を
経
て
、
同
三
十
三
年
、
東
京
帝
国
大
学

工
学
科
入
学
。
建
物
の
耐
震
耐
風
構
造
に
つ
い

て
研
究
を
重
ね
、
関
東
大
震
災
後
の
復
興
事
業

に
中
心
人
物
の
一
人
と
し
て
携
わ
り
、
さ
ら

に
、
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
な
ど
有
名
建
築
物

の
設
計
を
手
が
け
る
な
ど
目
覚
ま
し
い
功
績
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
ん
な
利
器
に
関
す

る
新
出
資
料
を
二
点
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
点
目
は
利
器
が
伯
父
秦
継
弘
に
出
し
た
手

紙
（【
画
像
一
】）
で
す
。
手
紙
に
は
上
山
滞
在

中
の
礼
や
角
田
町（
現
宮
城
県
角
田
市
）の
自
宅

に
到
着
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
月

日
未
記
載
で
す
が
、
書
中
に
赤
痢
の
流
行
や
酷

暑
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
三

十
年
夏
（
赤
痢
は
同
年
六
月
大
流
行
）
に
記
さ

れ
た
も
の
と
推
測
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
時

期
は
利
器
が
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
入
学
と
重

な
っ
て
い
ま
す
。

二
点
目
は
利
器
の
家
族
写
真
で
す
（【
画
像

二
】
／
右
か
ら
利
器
・
三
女
正
子
・
長
男
啓

一
・
次
女
静
子
・
妻
ま
せ
／
昭
和
十
四
年
三

月
撮
影
）。
写
真
か
ら
は
佐
野
一
家
の
幸
せ
そ

う
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
か
ら
二
年
半
後
、
海
軍
将
校
と
な
っ
た
長

男
啓
一
が
南
方
の
海
で
命
を
落
と
す
と
は
…
。

こ
の
と
き
佐
野
家
の
誰
も
が
想
像
だ
に
し
な

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

●月刊かみのやま巻頭企画

「上山城
お し ろ

」からのたより冬・第125号

メモリアルホーム鶴脛

原田眼科医院

上山市十日町９－２
023-672-0008

木曜・土曜 12時まで ／ 休診日：日曜・祝日

（一社）上山市観光物産協会
023（672）0839
http://kaminoyama-spa.com

★スキー場がオープンします！
・蔵王ライザワールド

12月13日（金）予定
TEL.023-679-2311

・蔵王猿倉スキー場
12月20日（金）予定

（積雪があれば、12月14日（土）・
15日（日）プレオープン）
TEL.023-679-2211

オープン当日は、一日リフト無料サービス。
今年もウィンタースポーツを楽しもう！

上
山
ゆ
か
り
の
偉
人
　
佐
野
利
器
の
手
紙
・
写
真

（
公
財
）
上
山
城
郷
土
資
料
館
学
芸
員

長
南
伸
治

【画像一】秦継弘宛佐野利器書簡の冒頭（秦トヨ氏寄贈）

【画像二】佐野利器家族写真（秦則子氏寄贈）

【
常
設
展
示
室
か
ら
】
今
月
か
ら
二
階
第
三
展
示
室
に
今
回
ご
紹
介
し
た
佐
野
利
器
関
係
資
料
を
展
示
し
ま
す
。



上山がもっと元気に 
なりますように。

私たちは、そんな願いも込めて
山形新聞を毎日お届けしております。

〜新聞をもっと身近に！〜

山新販売㈱　山形市旅篭町2-5-12
山形メディアタワー6F
☎023-635-6111

上山営業所　上山市弁天２丁目
☎023-672-0259

上山南営業所 上山市石崎１丁目
☎023-673-3541

こんな困りごと
ありませんか？

上山市石崎２丁目1番33号
TEL:023-672-0364
携 帯:080-3330-6973

宝 石・メガネ・時 計

タニエ

書肆犀新刊案内
本郷和枝エッセイ集『一本の口紅』

著者は「東北万国社」現会長。戦
時中の労苦にみちた少女時代から
現在に至るまでの、記憶の中でど
うしても忘れられないエピソード
の数々を記した自伝的エッセイ。

木村比紗子自選句集『和の系譜』
桜梅桃李の人生訓は、これまで

も、またこれからも私の生きる指
針です。一見似たような花でも、
それぞれに個性があり、その花な
らではの魅力があり、使命があり
ます。（「あとがき」より）

◎お問合せ◎
http ://syoshi-sai.com
電話:090-6252-5677

写
真：

長
谷
川
謙
三

文：

長
谷
川
浩
一

蟹
仙
洞
写
真
館

昭
和
初
期
、
上
山
町
民
大
運
動
会

昭
和
初
期
の
上
山
町
立
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
運

動
会
の
風
景
で
す
。
月
岡
公
園

側
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
校
舎
の

東
面
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
の

で
す
が
、
校
舎
の
２
階
に
ポ
ス

タ
ー
の
文
字
の
一
部
が
見
え
ま

す
。
大
運
動
会
と
表
示
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

大
運
動
会
は
小
学
生
だ
け
の

競
技
会
で
は
な
く
一
般
の
会
社

員
も
参
加
さ
れ
た
町
民
運
動
会

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
生
徒
数
は
１
ク
ラ

ス
50
人
で
１
学
年
８
ク
ラ
ス
も

あ
っ
た
の
で
６
学
年
で
２
４
０

０
人
以
上
の
運
動
会
で
す
。

こ
れ
に
応
援
団
や
父
兄
の
人

達
が
集
ま
り
、
さ
ら
に
一
般
の

社
会
人
が
参
加
す
る
と
総
人
数

は
３
０
０
０
人
に
も
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
、
大
運
動
会
と

名
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
の
始
ま
り
の
こ
ろ
は
ま

だ
平
和
な
時
代
で
し
た
か
ら
、

町
民
運
動
会
は
子
供
と
大
人
が

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
居
た

よ
う
で
す
。
毎
年
10
月
末
の
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。



か
み
の
や
ま
博
物
館
連
絡
会

郷土史講演会
「地質から見る上山の生い立ち」

開  館 9:00〜17:00
休館日；毎週火曜日

年
（
一
八
五
八
）、
先
生
諸
侯
に
建
議
し
て
曰
く
、
世
子
年

歯
す
で
に
志
学
（
十
五
才
）
に
達
せ
り
、
藩
士
の
情
況
及
び

領
民
の
苦
楽
を
察
し
、
山
川
を
跋
渉

�
�
�
�
�

し
、
身
心
を
し
て
健
全

な
る
発
達
を
遂
げ
し
む
る
は
今
日
の
急
務
に
し
て
、
地
理
、

人
情
を
実
地
に
視
察
せ
ば
将
来
の
助
け
に
な
る
こ
と
極
め
て

大
で
あ
る
、
世
子
菊
太
郎
君
の
藩
地
に
入
る
こ
と
を
幕
府
に

請
願
す
。
し
か
れ
ど
も
幕
議
許
さ
ず
。（
あ
る
人
、
病
に
仮

託
せ
よ
と
の
助
言
を
得
て
）
上
山
の
温
泉
に
浴
せ
ん
こ
と
請

い
、
許
さ
る
。
藩
地
上
山
に
入
り
、
新
た
に
明
新
館
に
一
室

を
築
造
し
て
住
ま
わ
せ
、
臣
下
の
子
弟
と
共
に
寝
食
を
同
じ

う
す
。
経
史
、
兵
書
の
学
問
だ
け
で
な
く
柔
術
、
棒
術
、
砲

術
等
の
武
術
を
郡
方
役
人
と
共
に
見
学
し
、
武
芸
を
奨
励
せ

ら
る
。
こ
れ
よ
り
士
風
お
お
い
に
革
新
せ
り
」（
寺
尾
新
左

衛
門
日
記
）。

金
子
は
世
子
輔
導
の
規
則
を
作
成
し
ま
し
た
。
毎
朝
六
時

半
起
床
、
祭
事
に
は
正
装
、
正
月
・
七
月
十
六
日
は
宮
脇
八

幡
宮
・
仙
石
高
仙
寺
・
湯
ノ
上
永
護
宮
・
浄
光
寺
へ
ご
参

詣
。
安
政
六
年
、
領
内
六
ヶ
鄕
に
社
倉
（
米
倉
）
を
設
置
、

六
日
に
わ
た
り
巡
村
し
領
民
の
実
況
を
視
察
、
親
し
く
養

老
・
農
業
を
勧
め
ま
し
た
。

特
に
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
正
月
十
三
日
極
寒
に
は

世
子
に
騎
乗
さ
せ
て
追�

�

鳥�
�

狩�
�

（
野
外
演
習
）
を
行
い
士
気
を

振
興
さ
せ
ま
し
た
。
場
所
は
虚
空
蔵
山
下
台
、
金
谷
で
、
前

の
森
陣
所
で
は
金
子
與
三
郎
が
物
頭
を
務
め
ま
し
た
。
こ
う

し
た
傅
育
指
針
は
、
土
岐
頼
時
侯
に
指
南
し
た
沢
庵
禅
師

（
金
子
が
敬
愛
）
の
「
上
中
下
三
字
説
」
の
教
え
に
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
さ
し
く
金
子
の
学
問
に
よ
る
人
と
な
り

が
読
み
取
れ
ま
す
。（
藩
校
卒
業
生
金
子
與
三
郎
、
了
）

※「
幕
末
之
名
士
金
子
與
三
郎
」（
市
史
編
集
資
料
㉑
）、「
金
子
先
生
略
伝
」

（
佐
竹
徳
太
郎
編
）
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

わ
が
町
再
見
上
山
の
藩
校
⑦「
幕
末
之
名
士
金
子
清
邦
の
偉
業
（
三
）」

鎌
　
上
　
　
宏

（（
公
財
）上
山
城
郷
土
資
料
館
理
事
長
）

藩
校
卒
業
生
と
し
て
金
子
與
三
郎
を
主
題
に
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
度
は
そ
の
偉
業
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

業
績
は
十
指
に
余
り
ま
す
が
、
私
が
考
え
る
に
最
た
る
も
の

は
、
後
に
上
山
藩
主
に
な
る
幼
い
信
庸

�
�
�
�

（
上
山
九
代
・
藤
井

松
平
家
十
五
代
、
松
平
信
宝

�
�
�
�

嗣
子
幼
名
菊
太
郎
）
の
傅
育

�
�
�

係

（
次
の
藩
主
の
教
育
係
）
と
し
て
の
建
議
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
信
宝
の
父
信
行
は
藩
校
「
天
輔
舘
」
を
創
設
、
父
信
宝

は
「
明
新
館
」
を
開
校
し
ま
し
た
。
金
子
清
邦
は
天
輔
舘
を

卒
業
し
、
遊
学

し
て
見
聞
を
広

め
、
全
国
の
諸

賢
に
学
び
、
国

策
を
論
じ
ま
し

た
。
金
子
與
三

郎
は
安
政
四

（
一
八
五
七
）年

三
十
五
才
に
帰

藩
す
る
と
、
藩

主
信
宝
侯
か
ら

そ
の
識
見
と
人
格
を
認
め
ら
れ
世
子
菊
太
郎
十
四
才
の
傅
育

と
な
り
ま
し
た
。

金
子
は
表
住
ま
い
（
江
戸
住
）
の
幼
君
菊
太
郎
君
を
儒
家

安
井
息
軒
の
門
に
学
ば
せ
ま
し
た
。
安
井
息
軒
は
日
向

�
�
�
�

飫
肥

�

�

藩
出
身
の
朱
子
学
派
の
儒
者
で
す
が
、
漢
唐
の
古
注
疏
（
古

学
註
釈
）
を
重
ん
じ
、
洋
学
に
通
じ
て
軍
備
の
必
要
を
論
じ

『
海
防
私
議
』
を
建
白
し
ま
し
た
。「
世
子
を
し
て
安
井
の
門

に
入
ら
し
め
し
如
き
は
、
わ
が
君
の
対
面
を
恥
ず
か
し
む
る

も
の
」
と
の
守
旧
派
の
批
判
が
起
こ
り
ま
し
た
。
儒
者
安
井

息
軒
は
森
鷗
外
の
小
説
『
安
井
夫
人
』
の
夫
で
す
。
そ
の
小

説
註
に
「
古
学
系
の
安
井
が
、
朱
子
学
を
建
前
と
し
て
き
た

昌
平
黌

�
�
�
�
�
�
�

学
問
所
（
学
問
所
奉
行
を
新
た
に
設
置
、
そ
の
下
に

従
来
の
大
学
頭
、
そ
の
下
に
安
井
・
塩
谷
ら
を
抜
擢
）
の
儒

者
に
登
用
さ
れ
た
こ
と
は
他
に
例
が
な
い
こ
と
と
し
て
注
目

さ
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
時
代
が
大
き
く
動
い
て
い
ま
し

た
。
遊
学
を
経
験
し
た
金
子
は
世
子
に
堅
苦
し
い
理
念
だ
け

で
は
な
い
時
代
に
即
し
た
施
策
の
根
幹
を
学
ば
せ
よ
う
と
し

た
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
古
記
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
安
政
五

金子与三郎肖像

日時 12月14日（土）14：30開始
講師 山野井 徹氏（山形大学名誉教授）

上山城　令和２年１月１日のイベント
①元旦登城

概要 上山城展望台から初日の出を拝も
う！先着300名様に記念品贈呈！
開催時間 7：00～15：45

②新春 上山城 邦楽の調べ
概要 かみのやま三曲練習会のみなさま
による箏・尺八の演奏会
演奏時間 11：00～／14：00～

※上記の講演会・イベントは要上山城入館料



「写経会」：毎月第４土曜日９時から
「ご詠歌会」：毎月第１水曜日１時30分から

最上三十三観音第十番
上山三十三観音第一番

水岸山慈眼院観音寺
山形県上山市十日町9—29　電話023-672-1421

（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

ろ
い
ろ
な
こ
と
は
「
大
丈
夫
」な
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
そ
ん
な
風
に
思
え

る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が
、
バ
ル
カ
ラ
で
の
日
々
で
し
た
。

か
み
の
や
ま
で
も
、
似
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
過
ご
す
慌
た
だ
し
い
日
々
の
中
「
こ
れ

で
大
丈
夫
!?
」
と
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
時
、
こ
ん
な
言
葉
を
も

ら
い
ま
し
た
。
「
な
る
よ
う
に
な
る
よ
」

〝
大
丈
夫
〟
で
も
、
〝
こ
う
し
よ
う
〟
で
も
な
く
。
〝
今
で
き
る
の
は

こ
こ
ま
で
だ
か
ら
、
今
は
こ
れ
で
い
い
。
こ
の
先
何
か
あ
っ
た
ら
、
そ
の

時
考
え
て
対
応
し
よ
う
〟
そ
ん
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
ひ
と
言
に
力
が
ぬ
け

て
、
ふ
ぅ
っ
と
ひ
と
息
、
詰
め
て
い
た
呼
吸
を
ゆ
る
め
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
救
わ
れ
ま
し
た
。

南
イ
ン
ド
と
か
み
の
や
ま
で
は
、
そ
の
土
地
柄
も
人
の
質
も
大
き
く
異

な
る
け
れ
ど
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
根
っ
こ
に
は
同
じ
強
さ
の
よ
う
な
も
の
、

物
事
が
予
定
通
り
に
進
ん
で
も
進
ま
な
く
て
も
、
目
の
前
に
や
っ
て
き
た

流
れ
に
乗
っ
て
舵
を
取
り
進
む
、
逞
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

私
が
こ
う
し
て
今
も
か
み
の
や
ま
に
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
こ
の
ま

ち
の
人
た
ち
に
、
そ
ん
な
南
イ
ン
ド
の
海
の
ま
ち
の
人
た
ち
と
、
ど
こ
か

似
た
部
分
を
感
じ
て
い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ま
い
よ
い
よ
冬
本
番
で
す
ね
。
あ
た
た
か
い
飲
み
物
で
体
を
暖

め
な
が
ら
、
冬
景
色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

✽

◆
ヨ
ガ
リ
ト
リ
ー
ト
ハ
ウ
ス
空
の
H
P
は
こ
ち
ら
◆

https://w
w

w
.yogaretreathouse.com

◆
ヨ
ガ
教
室
の
ご
案
内
◆

【
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
】
第
一
・
第
三
火
曜
日

午
後
６
時
〜
７
時
（
少
人
数
・
完
全
予
約
制
）

初
心
者
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細
は
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
な
る
よ
う
に
な
る
よ
」

南
イ
ン
ド
で
も
日
本
で
も
、
意
外
と
大
事
な
場
面
で
耳
に
し
た
こ
の

言
葉
。

み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
ヨ
ガ
リ
ト
リ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
草
替

�
�
�
�

で
す
。

４
年
前
、
私
が
滞
在
し
て
い
た
南
イ
ン
ド
の
海
の
ま
ち
バ
ル
カ
ラ
で
は
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
停
電
が
起
き
て
い
ま
し
た
。（
２
〜
３
日
に
１
回
く
ら
い
）

こ
れ
は
イ
ン
ド
で
は
日
常
の
出
来
事
で
、
停
電
の
度
にW

I-FI

機
器
も
電

源
が
落
ち
ネ
ッ
ト
も
使
え
な
く
な
る
の
で
、
バ
ル
カ
ラ
で
は
パ
ソ
コ
ン
も

ス
マ
ホ
も
「
い
つ
で
も
つ
な
が
る
」「
い
つ
で
も
連
絡
が
と
れ
る
」
便
利

な
道
具
で
は
な
く
、「
つ
な
が
っ
て
る
時
は
使
え
る
」
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
道
具
で
し
か
な
く
、
携
帯
や
ス
マ
ホ
を
１
日
中
手
元
に
置
い
て
い
る

人
も
あ
ま
り
み
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
仕
事
も
、
ほ
ぼ
全
て
の
連
絡
や
情
報
収
集
、

予
定
管
理
を
ス
マ
ホ
に
頼
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
生
活
ス

タ
イ
ル
を
送
る
私
た
ち
は
、
そ
の
つ
も
り
は
な
く
て
も
す
っ
か
り
ス
マ
ホ

や
携
帯
に
依
存
し
て
い
る
な
ぁ
と
、
海
外
に
行
く
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。

イ
ン
ド
で
は
そ
も
そ
も
、
公
共
交
通
機
関
も
施
設
も
人
も
、
あ
ら
か
じ

め
予
定
さ
れ
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
動
く
と
い
う
こ
と
が
無
い
こ

と
も
多
々
あ
る
の
で
、
何
か
を
予
定
し
て
い
て
も
当
日
の
状
況
次
第
で
予

定
が
狂
っ
て
い
く
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で
す
。

そ
し
て
そ
の
変
化
を
、
現
地
の
人
た
ち
は
「
予
定
が
狂
っ
た
」
と
は
感

じ
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
軽
や
か
さ
で
「
何
か
あ
っ
た
ん
だ
ね
、
じ
ゃ
あ

こ
う
し
よ
う
か
」
と
、
起
き
た
出
来
事
、
目
の
前
の
〝
今
〟
に
対
処
し
、

進
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
こ
に
は
「
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た!?

」
と
そ
の
場
で
右
往
左
往
す
る

姿
は
な
く
、
と
て
も
自
然
に
「
予
定
変
更!

」
と
次
の
道
を
ゆ
く
、
頼
も
し

い
南
イ
ン
ド
の
人
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
風
に
、
ど
こ
か
ゆ
る
り
と
力
を
ぬ
く
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
物

事
に
柔
軟
に
対
応
す
る
人
た
ち
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
な
ん
だ
か
い

南
イ
ン
ド
と
か
み
の
や
ま
ⅳ
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◆
連
載
◆

ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
第
四
十
七
回

武
　
田
　
幹
　
雄

代
は
準
硬
式
で
鳴
ら
し
た
腕
自
慢
で
同
じ
高
知
県
出
身
の
社
の

先
輩
が
、
は
ら
さ
ん
と
意
気
投
合
し
て
野
球
の
試
合
に
発
展
、

神
宮
絵
画
館
前
の
軟
式
野
球
場
で
対
決
し
た
の
で
す
が
コ
テ
ン

パ
ン
に
や
ら
れ
た
の
で
し
た
。
同
じ
通
り
に
あ
っ
た
の
は
中
上

健
次
、
佐
木
隆
三
が
芥
川
賞
、
直
木
賞
を
受
賞
し
て
有
名
に
な

っ
た
「
花
の
木
」
こ
こ
で
は
マ
マ
（
佐
木
隆
三
の
前
妻
）
の
優

し
い
雰
囲
気
に
た
ち
ま
ち
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
、
こ
の
街
の
伝

説
「
ば
あ
　
ま
え
だ
」
の
前
に
立
つ
と
「
こ
こ
は
若
造
の
来
る

と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う
無
言
の
迫
力
に
気
圧
さ
れ
て
、
と

う
と
う
中
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
十
代
の
生
意
気
盛
り

に
し
っ
か
り
「
社
会
」
を
教
え
て
く
れ
た
場
所
な
の
で
す
。
花
園
神
社
は

ご
存
知
、
唐
十
郎
の
「
状
況
劇
場
」
紅
テ
ン
ト
が
上
演
さ
れ
ア
ン
グ
ラ
文

化
の
発
祥
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
安
酒
に
酔
っ
た
若
い
僕
ら
は
ゴ
ー

ル
デ
ン
街
で
ま
ぶ
し
い
朝
を
迎
え
、
先
輩
と
一
緒
に
、
と
こ
と
こ
と
〝
そ

の
道
の
方
〟
が
多
い
二
丁
目
に
向
か

う
の
で
す
。
ギ
イ
ー
ッ
と
い
う
音
を

立
て
て
ド
ア
を
開
け
、
マ
ス
タ
ー
に

お
願
い
し
て
椅
子
を
並
べ
、
死
ん
だ

よ
う
に
眠
る
の
で
し
た
。

さ
て
、
芋
煮
会
は
絶
好
調
。
入
り

口
に
は
故
郷
の
漬
け
物
、
か
り
ん
と

う
、
朝
、
上
山
か
ら
運
ば
れ
て
き
た

ほ
っ
か
ほ
か
の
中
條
屋
の
饅
頭
が
並

べ
ら
れ
観
光
課
の
方
た
ち
＝
写
真
＝

の
笑
顔
も
手
伝
っ
て
完
売
状
態
で
す
。
枝
松
実
行
委
員
長
の
プ
ロ
は
だ
し

の
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
お
楽
し
み
抽
選
会
は
大
盛
り
上
が
り
。

父
が
大
好
き
だ
っ
た
最
上
川
舟
歌
が
響
き
渡
っ
た
時
に
は
思
わ
ず
う
る
う

る
し
そ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

東
京
上
山
会
。
何
度
か
紹
介
し
ま
し
た
が
、
十
月
二
十
七
日
、
恒
例
の

「
い
も
煮
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
な
ん
と
四
十
四
回
目‼

昭
和

三
十
三
年
に
会
が
誕
生
し
て
、
そ
の
頃
は
多
摩
川
の
河
川
敷
で
行
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
歴
史
を
重
ね
昨
年
に
続
い
て
東
京
・
新
宿
区
役
所
の

目
の
前
、
蔵
元
居
酒
屋
「
清
龍
」
に
百
五
十
人
以
上
の
「
か
み
の
や
ま

人
」
が
集
合
し
ま
し
た
。
準
備
に
奔
走
し
た
清
野
能
昭
幹
事
長
、
そ
し
て

芋
煮
会
の
実
行
委
員
長
・
枝
松
藤
三
郎
さ
ん
や
永
井
喜
則
さ
ん
、
小
松
友

雄
さ
ん
は
じ
め
幹
事
の
方
々
も
朝
か
ら
法
被
を
着
て
大
奮
闘
。
都
内
で
こ

れ
だ
け
の
人
数
を
収
容
す
る
店
を
見
つ
け
る
の
は
至
難
の
業
。
こ
の
店
も

間
仕
切
り
が
あ
っ
て
全
体
を
見
渡
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
幹
事
の
皆

さ
ん
の
努
力
で
大
変
な
賑
わ
い
で
し

た
。食

材
は
も
ち
ろ
ん
山
形
か
ら
の
直

送
品
。
大
き
な
寸
胴
鍋
に
芋
煮
の
香

り
が
漂
い
ま
し
た
。
芋
は
悪
戸
芋
で

す
。
東
京
で
は
ま
ず
お
目
に
か
か
り

ま
せ
ん
。
千
葉
の
自
宅
で
も
山
形
の

芋
で
毎
週
の
よ
う
に
芋
煮
を
作
り
ま

す
が
、
悪
戸
芋
は
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
勿
論
の

こ
と
、
肉
も
ネ
ギ
も
“
メ
イ
ド
イ
ン
・
や
ま
が
た
”
そ
の
上
味
付
け
に
は

〝
山
形
な
ま
り
〟
で
す
か
ら
と
に
か
く
美
味
し
い
。「
山
形
の
人
が
羨
ま
し

い
。
こ
の
味
付
け
は
さ
す
が
で
す
ね
」
と
店
の
ス
タ
ッ
フ
が
驚
い
て
も
不

思
議
で
は
な
い
で
す
ね
。

会
場
に
な
っ
た
、
こ
の
店
の
裏
手
が
新
宿
で
は
名
に
し
負
う
ゴ
ー
ル
デ

ン
街
、
そ
し
て
花
園
神
社
。
そ
の
昔
は
こ
の
近
辺
を
う
ろ
ち
ょ
ろ
し
て
い

ま
し
た
が
、
丁
度
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の
真
っ
た
だ
中
で
外
国
人
が
何
と
多
い

こ
と
。
各
国
代
表
の
ラ
グ
ビ
ー
シ
ャ
ツ
を
着
た
人
た
ち
が
夜
な
夜
な
出
没

し
て
大
変
な
騒
ぎ
ら
し
い
。「
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
も
一
杯
千
円

な
ん
て
店
が
増
え
て
、
そ
の
上
警
備
が
大
変
」
だ
と
い
う
。

戦
後
の
闇
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
は
昭
和
の

時
代
、
ち
ょ
い
と
怖
く
て
近
寄
り
が
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

文
化
人
、
芸
能
人
が
多
く
出
入
り
し
て
有
名
な
場
所
で
し

た
。
社
会
人
な
り
た
て
の
頃
、
先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
通
い
ま

し
た
が
、
確
か
に
魅
惑
的
な
と
こ
ろ
で
す
。

三
、
四
坪
の
小
さ
な
店
構
え
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
十
人
も
入

れ
ば
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
で
、漫
画
家
、は
ら
た
い
ら
さ
ん
の
根
城

「
プ
ー
サ
ン
」は
階
段
を
ト
ン
ト
ン
と
あ
が
っ
た
所
。
大
学
時

（
上
山
出
身：

千
葉
市
在
住
）
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随
筆
「
心
配
の
タ
ネ
」

浦
河
　
　
克

ら
し
い
。
友
達
が
都
合
で
行
け
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
。
息
子
は

一
人
だ
け
で
列
車
で
の
七
泊
八
日
の
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
ら
し

い
。
当
時
彼
は
鉄
道
マ
ニ
ア
で
あ
り
時
刻
表
マ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。

彼
の
計
画
書
に
は
乗
車
す
る
列
車
名
、
通
過
時
刻
と
び
っ
し
り
記

さ
れ
て
い
た
。

こ
と
さ
ら
の
心
配
も
な
く
送
り
出
し
た
。
学
校
に
は
一
筆
こ
の

件
に
つ
い
て
一
切
我
が
家
の
責
任
で
あ
る
事
を
記
し
差
し
出
し
て

お
い
た
。
万
が
一
何
か
あ
っ
た
場
合
は
や
は
り
警
察
に
お
願
い
す

る
事
に
な
ろ
う
な
ど
と
漠
然
と
頭
に
あ
っ
た
。
当
時
は
今
の
よ
う

に
携
帯
電
話
が
な
か
っ
た
た
め
毎
日
駅
の
公
衆
電
話
よ
り
親
に
電

話
を
い
れ
て
い
た
ら
し
い
。

当
時
は
、
無
事
帰
り
着
き
、
行
く
先
々
で
親
切
に
さ
れ
た
事
な

ど
の
お
土
産
話
を
聞
い
た
。

こ
の
何
年
か
後
に
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
が
表
面
化
し
た
。

ラ
ー
メ
ン
を
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ
た
旅
の
あ
の
お
ば
さ
ん
、
お

い
し
い
物
で
も
と
千
円
く
れ
た
あ
の
お
ば
さ
ん
…
。
も
し
北
朝
鮮

の
…
。
今
思
い
返
し
た
だ
け
で
身
の
凍
る
の
を
覚
え
る
。

（
親
と
し
て
止
め
る
べ
き
だ
っ
た
）

心
配
し
な
か
っ
た
代
償
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。

ラ
イ
ン
川
の
船
上
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
川
下
り
、シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト
の
ワ
イ
ン
祭
り
、
屋
台
で
の
ビ
ー
ル
、
行
く
先
々
で
昼

食
に
ビ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
長
男
が
四
年
ば
か
り
会
社
の
仕
事
で
ド

イ
ツ
に
赴
任
、
こ
の
機
会
に
必
ず
来
る
よ
う
に
と
航
空
チ
ケ
ッ
ト

が
届
い
た
。
出
発
ま
で
の
あ
れ
や
こ
れ
や
の
心
配
か
ら
生
ま
れ
た

話
だ
っ
た
。

「
も
う
大
丈
夫
で
し
ょ
う
」

こ
の
先
生
の
一
言
で
三
ヶ
月
前
の
骨
折
が
よ
う
や
く
治
っ
た
こ

と
を
自
覚
し
た
。

痛
い
痛
く
な
い
こ
と
ぐ
ら
い
は
自
分
で
も
わ
か
る
も
の
の
治
っ

た
治
ら
な
い
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

腰
の
骨
の
骨
折
、
即
入
院
、
こ
の
事
を
息
子
た
ち
に
は
家
内
か

ら
伝
え
ら
れ
た
。

翌
日
、
二
男
は
新
潟
か
ら
駆
け
つ
け
た
。
様
子
を
見
、
話
を
聞

き
、
安
心
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
っ
た
。

急
な
入
院
で
あ
っ
た
た
め
長
男
は
二
日
ば
か
り
家
に
残
っ
た
。

自
分
自
身
も
心
配
し
た
事
と
同
じ
く
、
彼
等
の
心
配
も
ま
た
同

じ
く
こ
れ
か
ら
寝
た
き
り
な
ど
に
な
っ
た
場
合
な
ど
も
頭
に
浮
か

ん
だ
と
の
事
で
あ
っ
た
。

親
が
子
ど
も
の
事
に
何
か
に
つ
け
心
配
し
て
き
た
も
の
だ
っ
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
、
子
ど
も
が
親
の
心
配
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

親
の
事
と
な
れ
ば
今
で
は
介
護
の
こ
と
、認
知
症
の
事
、車
の
運

転
事
故
の
こ
と
等
々
心
配
の
タ
ネ
は
い
く
ら
で
も
落
ち
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
種
か
ら
そ
ん
な
芽
が
出
る
か
、
ま
た
心
配
の
種
で
あ

ろ
う
。

思
い
出
さ
れ
る
事
が
あ
る
。

か
つ
て
犬
を
飼
っ
て
い
た
。
犬
の
名
は
「
カ
ロ
」。
休
日
に
は

前
川
ダ
ム
ま
で
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た
。
車
か
ら
紐
を
つ
け
な

い
ま
ま
放
す
。
勢
い
良
く
駆
け
出
す
。
こ
の
姿
を
見
る
の
が
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
遠
く
に
行
っ
た
に
し
て
も
呼
べ
ば
必
ず

す
ぐ
に
帰
っ
て
来
る
よ
う
に
は
教
え
て
な
か
っ
た
。「
待
っ
た
」

と
言
っ
た
顔
で
適
当
に
薮
か
ら
出
て
く
る
の
が
常
だ
っ
た
。
或
る

日
カ
モ
シ
カ
に
出
合
っ
た
。
そ
の
ま
ま
追
い
か
け
て
行
っ
た
。
い

く
ら
呼
べ
ど
も
返
事
無
し
。
暗
く
な
り
始
め
る
。
そ
の
ま
ま
残
し

て
帰
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
。（
放
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
）

翌
朝
犬
は
小
屋
に
居
た
。

自
ら
蒔
い
た
種
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

今
日
拉
致
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
思
い
出
さ
れ
る
事
が

あ
る
。

二
男
の
中
学
二
年
生
の
春
休
み
。
そ
の
休
み
を
利
用
し
て
友
達

の
お
母
さ
ん
の
実
家
の
あ
る
北
海
道
に
二
人
で
行
く
計
画
だ
っ
た

（
悠
々
自
適
爺
）



表
記
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
で
胃
を
表
す

「M
agen

」
と
英
語
の
「T

ube

」
が
混
在
し
た
和
製
外
国
語
で

あ
り
、
外
国
語
だ
っ
た
り
病
院
ご
と
に
呼
び
方
が
違
っ
た
り
で

余
計
に
や
や
こ
し
く
さ
せ
て
い
る
。

そ
れ
な
の
に
な
ぜ
略
語
が
こ
れ
ほ
ど
世
の
中
に
浸
透
し
て
い

る
の
か
と
い
う
と
、
な
ん
だ
か
玄
人
っ
ぽ
い
か
ら
、
で
は
な
い

か
と
私
は
睨
ん
で
い
る
。
略
す
こ
と
で
そ
の
言
葉
の
内
容
を
よ

く
理
解
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
、い
わ
ゆ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
風
格
が
つ
い
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
宅
の
反
抗
期
の
ご
子
息
や
、
お
孫
さ
ん
が
最
近
な
ん
だ
か

冷
た
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、「
エ
モ
い
ね
！
」
と
声
を
か
け
れ
ば
マ

ジ
で
ビ
ビ
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

株式会社 おかめ商店
上山市矢来3丁目1-31
TEL.023-672-2521㈹
FAX.023-672-1844

み
な
さ
ま
は
「
エ
モ
い
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

「
エ
モ
い
」
と
い
う
の
は
こ
こ
数
年
で
若
者
の
間
に
浸
透
し
た
言

葉
で
あ
り
、「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
英
単
語
か
ら
成
る
略

語
で
あ
る
。
和
訳
す
れ
ば
感
動
的
、
情
緒
的
、
な
ど
と
い
っ
た

意
味
で
、
元
々
は
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
に
使
わ
れ
る
言
葉
で

あ
っ
た
が
、
近
頃
は
ど
う
も
映
画
や
写
真
、
小
説
な
ど
に
対
し

て
「
か
っ
こ
い
い
」
や
「
素
敵
」
な
ど
の
広
義
の
意
味
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

な
に
く
そ
最
近
の
若
者
は
な
ん
で
も
略
せ
ば
よ
い
と
思
っ
て

か
ら
に
、
と
口
を
酸
っ
ぱ
く
す
る
紳
士
淑
女
の
方
々
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
だ
ろ
う
が
、
略
語
の
歴
史
は
意
外
に
も
古
く
平
安
時
代

に
ま
で
遡
る
。
こ
の
文
章
を
書
く
に
際
し
て
ス
マ
ホ
を
使
っ
て

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
の
だ
が
「
マ
ジ
」
や
「
ビ
ビ
る
」
な
ど

も
そ
の
時
代
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
知
っ
た
時
の
私
は
ま
さ
に
マ
ジ
で
ビ
ビ
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ど
う
や
ら
我
々
日
本
人
は
昔
々
か
ら

言
葉
を
略
し
た
が
る
人
種
で
あ
る
ら
し
い
。
ち
な
み
に
今
ど
き

の
ナ
ウ
な
ヤ
ン
グ
は
「
了
解
」
の
こ
と
を
「
り
ょ
」、「
彼
氏
」

の
こ
と
を
「
ピ
」
と
略
す
。
紫
式
部
も
真
っ
青
で
あ
る
。
そ
う

い
う
訳
で
、
私
た
ち
看
護
師
の
業
界
に
も
数
多
の
略
語
が
存
在

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
医
療
現
場
に
お
い
て
略
語
は
、
医
療
従
事
者
に
し

か
分
か
ら
な
い
隠
語
と
し
て
個
人
情
報
を
保
護
す
る
役
割
を

担
っ
て
き
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
ど
ん
な
略
語
で

も
簡
単
に
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
い
に
は

我
々
看
護
師
が
「
看
護
師
　
略
語
」
な
ど
と
検
索
し
て
い
る
始

末
で
あ
り
、
現
代
で
は
無
用
の
長
物
、
な
ら
ぬ
無
用
の
短
物
に

成
り
下
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「W

BC

」
と
い
え
ば

「
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
が
連
想
さ
れ
る

が
、
こ
れ
は
白
血
球
の
数
値
に
使
わ
れ
て
い
る
略
語
で
あ
る
。

こ
れ
を
素
直
に
「
ダ
ブ
ル
ビ
ー
シ
ー
」
と
読
め
ば
良
い
も
の
を

「
ホ
ワ
イ
ト
ブ
ラ
ッ
ド
セ
ル
」
と
読
ま
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
略
し

て
「
ワ
イ
セ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
で
は
赤
血
球
は
な
ん
と
呼
ば

れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、「
せ
っ
け
っ
き
ゅ
う
」
と
そ
の
ま
ま
呼

ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
胃
管
チ
ュ
ー
ブ
を
「M

T

」
と

連
載
エ
ッ
セ
イ

か
ん
ご
し
通
信
そ
の
３

え
も
　
た
く
み

（
上
山
市
在
住
／
看
護
師
）
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◆
お
か
げ
さ
ま
で
売
れ
て
ま
す
！

わ
ん
に
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ

「
猫
の
手
マ
ド
レ
ー
ヌ
」

「
わ
ん
わ
ん
ド
ー
ナ
ッ
ツ
」

「
し
っ
ぽ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」

連
載
・
わ
が
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
・
ラ
イ
フ

黒

森

　

鋼

（
上
山
市
在
／
書
店
員
）

《
第
五
十
七
》
北
海
道
一
周
ス
タ
ー
ト

二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
一
日（
一
二
四
日
目
）
函
館
市→

松
前
町

道
の
駅
北
前
舟
松
前
近
く
の
バ
ス
停
　
九
六
㎞

今
日
か
ら
本
格
的
に
北
海
道
を
走
っ
て
い
く
。
今
ま
で
会
っ
た
旅
人
か

ら
聞
く
と
、
大
体
一
ヶ
月
く
ら
い
で
回
れ
る
よ
う
だ
。
ラ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス

を
出
る
時
間
に
な
っ
て
雨
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
曇
り
の
予
報
が
悪
い
方

に
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
小
雨
に
な
っ
た
十
一
時
に
二
泊
し
た
Ｒ
Ｈ
を
出

た
。
ル
ー
ト
は
時
計
回
り
に
す
る
。
晴
れ
て
も
気
温
は
十
九
℃
。
半
袖
で

は
肌
寒
く
長
袖
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
る
。
一
時
間
ほ
ど
で
木
古
内
に
着
く
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
全
然
着
か
な
い
。
今
ま
で
の
地
図
は
十
四
万
分

の
一
で
、
北
海
道
は
二
十
万
分
の
一
と
縮
尺
が
違
っ
て
い
た
の
が
原
因

だ
。
風
は
強
い
も
の
の
今
日
は
味
方
だ
。
ず
っ
と
追
い
風
で
時
速
三
十
㎞

も
楽
に
出
せ
る
。
知
内
川
か
ら
は
少
し
山
道
に
な
る
。
途
中
チ
リ
チ
リ
川

や
ト
ン
ガ
リ
チ
リ
チ
リ
林
道
と
好
奇
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
る
文
字
が
並
ぶ
。

ヒ
グ
マ
の
被
害
が
多
く
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
た
。
ヒ
グ
マ
に
会
わ
な
い

こ
と
も
祈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
久
々
の
上
り
も
気
持
ち
が
い
い
。
下

り
は
風
に
な
っ
た
み
た
い
で
、
も
っ
と
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。
平
坦
だ
け

だ
と
物
足
り
な
か
っ
た
。
北
海
道
ご
当
地
コ
ン
ビ
ニ
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

で
塩
焼
き
そ
ば
を
買
う
。
セ
コ
マ
は
安
く
て
美
味
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん

売
っ
て
い
る
。
バ
ス
停
を
チ
ラ
見
し
な
が
ら
進
む
。
ド
ア
も
あ
り
、
長
椅

子
も
あ
り
眠
れ
そ
う
な
バ
ス
停
が
多
か
っ
た
。
北
海
道
最
南
端
の
白
神
岬

に
着
く
と
、
十
九．
二
㎞
先
に
龍
飛
崎
が
見
え
る
。「
あ
の
辺
り
も
走
っ

た
ん
だ
な
。」
と
自
分
が
走
っ
た
場
所
を
見
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
不
思

議
な
感
じ
だ
っ
た
。
地
図

に
は
載
っ
て
い
な
い
道
の

駅
北
前
船
松
前
に
着
い
た
。

な
ん
と
言
っ
て
も
松
前
漬

け
、
実
家
に
送
ろ
う
と
店

に
入
る
。
ど
れ
を
送
ろ
う

か
見
て
い
た
ら
「
ぜ
ひ
試

食
を
ど
う
ぞ
。」
と
声
を
掛

け
ら
れ
た
。
苦
手
な
昆
布

が
入
っ
て
い
た
た
め
断
ろ

う
と
思
っ
た
が
、
押
し
が

強
く
て
試
食
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
味
わ
わ
な
い
よ

う
に
喉
の
奥
に
飲
み
込
ん

で
「
美
味
い
で
す
ね
。」
と

言
う
。
三
千
円
分
く
ら
い
を
実
家
に
送
る
。
道
の
駅
は
寝
泊
ま
り
禁
止
と

ご
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
た
。
す
ぐ
近
く
の
バ
ス
停
で
寝
る
こ
と
に
し
た
。

七
月
二
十
二
日（
一
二
五
日
目
）
松
前
町→

せ
た
な
町
　
道
の
駅
て
っ

く
い
ラ
ン
ド
大
成
　
一
二
五
㎞

夜
中
は
雨
風
が
強
か
っ
た
。
バ
ス
停
の
ド
ア
が
ガ
タ
ガ
タ
う
る
さ
く
、

電
気
が
消
せ
な
か
っ
た
。
雨
に
濡
れ
ず
寒
さ
も
凌
げ
て
、
道
の
駅
で
寝
る

よ
り
は
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
六
時
に
起
き
て
近
く
の
松
前
城
に
歩

い
て
散
歩
に
行
く
。
バ
ス
停
に
戻
る
前
に
セ
コ
マ
で
朝
飯
を
調
達
す
る
。

一
〇
五
円
の
ト
マ
ト
パ
ス
タ
に
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
も
作
っ
て
し

ま
っ
た
。
進
行
方
向
の
西
の
方
は
晴
れ
て
い
て
「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
日
食

見
え
る
か
も
。」
と
思
え
た
。
今
日
の
風
は
敵
か
味
方
か
ど
っ
ち
だ
。
海

に
浮
か
ぶ
小
島
に
笠
雲
の
よ
う
な
雲
が
島
の
上
部
を
覆
っ
て
い
た
。
海
岸

線
よ
り
高
台
を
走
る
。
見
通
し
が
良
く
、
海
の
色
は
透
き
通
る
よ
う
な
青

か
ら
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
濃
い
青
と
沖
縄
の
海
と
も
違
う
綺
麗
さ
が
あ
っ

た
。
上
ノ
国
町
に
入
る
と
今
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
日
食
が
始
ま
る
時

間
に
な
る
。
木
々
の
間
か
ら
太
陽
を
直
視
し
な
い
よ
う
に
見
て
み
る
。
幼

稚
園
の
隣
を
走
っ
た
時
に
は
子
供
達
と
先
生
が
グ
ラ
ス
を
使
っ
て
空
を
眺

め
て
い
た
景
色
が
微
笑
ま
し
か
っ
た
。
な
ん
と
か
写
真
を
撮
れ
な
い
か
と

一
時
間
く
ら
い
色
々
試
し
て
み
た
。
コ
ン
ビ
ニ
で
透
明
な
定
規
と
マ
ジ
ッ

ク
を
買
っ
て
黒
く
塗
っ
て
み
て
も
だ
め
だ
っ
た
。
記
憶
に
し
っ
か
り
残
し

て
お
こ
う
。
実
家
の
祖
母
に
絵
は
が
き
を
三
枚
書
く
。
江
差
で
は
帆
船
の

開
陽
丸
が
復
元
さ
れ
て
い
た
。
帆
を
張
っ
て
い
な
く
て
も
カ
ッ
コ
い
い
。

江
差
を
過
ぎ
て
か
ら
は
奇
岩
の
宝
庫
だ
。
は
っ
き
り
と
熊
に
見
え
る
親
子

熊
岩
や
、
ど
う
見
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
た
ぬ
き
岩
な
ど
が
あ
っ

た
。
創
造
力
が
豊
か
に
な
り
そ
う
な
海
岸
線
だ
。
道
の
駅
て
っ
く
い
ラ
ン

ド
大
成
に
午
後
四
時
に
着
い
た
。
次
の
道
の
駅
ま
で
は
六
十
㎞
以
上
あ

り
、
早
い
け
ど
こ
こ
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。
北
海
道
は
次
の
街
ま
で
距

離
が
あ
る
。
早
め
に
泊
ま
る
場
所
を
見
つ
け
る
方
が
い
い
。
夜
の
水
平
線

に
は
イ
カ
釣
り
船
の
灯
り
が
輝
い
て
い
た
。

上
山
城
登
り
口
☎
六
七
二
—
〇
一
六
九
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〈
半
田
　
陸
選
手
　
情
報
〉

10
月
27
日
よ
り
ブ
ラ
ジ
ル
で
行
わ
れ
た

FIFA
U
-17

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
。

グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
、
セ
ネ

ガ
ル
、
ア
メ
リ
カ
と
対
戦
し
見
事
グ
ル
ー

プ
１
位
で
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
へ
進
出
し
ま
し

た
が
惜
し
く
も
メ
キ
シ
コ
に
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
16
の
結
果
に
満
足
出

来
な
い
半
田
選
手
で
し
た
が
、
代
表
は

U
-18,U

-20,U
-22,

そ
し
て
フ
ル
代
表
の
ス

テ
ー
ジ
が
待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
モ
ン
テ

の
選
手
と
し
て
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
狙
っ
て

成
長
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
Ｊ
リ
ー
グ

の
強
豪
ク
ラ
ブ
や
海
外
の
ク
ラ
ブ
は
半
田

選
手
を
注
目
し
て
い
ま
す
が
、
出
来
れ
ば

モ
ン
テ
で
活
躍
し
結
果
を
残
し
て
か
ら
の

移
籍
を
願
い
ま
す
。

〈
髙
橋
成
樹
選
手
　
情
報
〉

昨
シ
ー
ズ
ン
は
新
潟
に
あ
るJA

PA
N

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
移
籍
し
北
信
越
１

部
リ
ー
グ
で
活
躍
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て

実
戦
経
験
を
積
ん
で
き
た
成
樹
選
手
。

試
合
に
出
る
事
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

き
た
２
年
間
は
ほ
と
ん
ど
が
ス
タ
メ
ン

で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
リ
ー
グ
と
Ｊ
リ
ー
グ
が

ど
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
か
は
別
に
し
て

来
シ
ー
ズ
ン
は
モ
ン
テ
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
復
帰
出
来
る
状
況
か
と
期
待
し
モ
ン
テ

の
公
式
発
表
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
上
山
は
人
材
豊
富
で
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。

勝
ち
切
る
強
さ

大
事
な
試
合
と
言
っ
て
も
大
事
で
な
い

試
合
は
無
い
の
で
す
が
何
が
な
ん
で
も
勝

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
第
39
節
、

ア
ウ
ェ
ー
で
の
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
戦

と
第
40
節
、
ホ
ー
ム
で
の
V
・
フ
ァ
ー
レ
ン

長
崎
戦
は
共
に
１
対
３
で
の
痛
い
敗
戦
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

水
戸
戦
は
、
開
始
早
々
か
ら
積
極
的
に

仕
掛
け
優
位
に
ゲ
ー
ム
を
進
め
ま
す
が
水

戸
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
阻
ま
れ
得
点
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
水
戸
の
作
戦
で
前
半
か

ら
モ
ン
テ
が
攻
撃
的
に
来
る
こ
と
を
予
想

し
守
備
を
固
め
後
半
か
ら
攻
め
る
戦
術
に

は
め
ら
れ
ま
し
た
。
得
点
の
無
い
ま
ま
前

半
戦
は
終
了
し
後
半
へ
、
す
る
と
水
戸
は

ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
若
い
選
手
を
起
用
。
前

半
と
は
ま
る
で
違
う
チ
ー
ム
の
よ
う
に
な

り
速
い
テ
ン
ポ
で
モ
ン
テ
を
翻
弄
。
１
点
は

返
す
も
の
の
１
対
３
で
ま
さ
か
の
完
敗
で

す
。
昨
年
の
ア
ウ
ェ
ー
水
戸
戦
も
３
点
取

ら
れ
て
負
け
て
い
ま
す
の
で
同
じ
パ
タ
ー

ン
に
な
り
ま
し
た
。

翌
週
に
行
わ
れ
た
長
崎
戦
。
J1
昇
格
に

は
も
う
負
け
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
キ
ー
マ

ン
と
な
っ
た
の
は
久
し
ぶ
り
に
先
発
出
場

の
DF
ホ
ド
ル
フ
ォ
選
手
。
DF
な
が
ら
ス
ピ

ー
ド
の
あ
る
攻
撃
が
魅
力
的
で
す
。
攻
撃

か
ら
守
備
の
切
り
替
え
が
今
一
つ
で
す
が

開
始
早
々
モ
ン
テ
は
FW
大
槻
選
手
が
得
点
。

こ
の
ま
ま
良
い
流
れ
か
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
相
手
DF
角
田
選
手
が
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る

FW
呉
屋
選
手
に
ロ
ン
グ
パ
ス
。
対
峙
す
る

ホ
ド
ル
フ
ォ
選
手
が
競
り
ま
す
が
ゴ
ー
ル

ラ
イ
ン
手
前
で
呉
屋
選
手
を
倒
し
て
し
ま

い
一
発
レ
ッ
ド
、
退
場
で
す
。
そ
れ
ま
で

攻
撃
的
に
展
開
し
て
い
た
モ
ン
テ
で
す
が

一
人
少
な
く
な
り
そ
の
後
は
攻
め
込
ま
れ

る
展
開
に
な
っ
て
結
果
１
対
３
で
ま
さ
か

の
敗
戦
。
大
事
な
ゲ
ー
ム
を
壊
し
て
し
ま

い
ホ
ド
ル
フ
ォ
選
手
は
泣
き
な
が
ら
ピ
ッ

チ
を
去
り
ま
し
た
。
彼
の
出
場
時
間
は28

分
間
で
し
た
が
と
て
も
魅
力
的
な
プ
レ
ー

で
し
た
し
劣
勢
な
が
ら
最
後
ま
で
諦
め
る

事
な
く
戦
っ
た
他
の
選
手
も
素
晴
ら
し
か

っ
た
の
で
負
け
た
悔
し
さ
は
あ
り
ま
す
が

良
か
っ
た
所
も
あ
っ
た
の
で
仕
方
の
な
い

結
果
で
す
。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を
応
援
し
よ
う
�

水
沼
常
喜

（
上
山
市
大
石
在
住
）

��



武家屋敷見学の折、お気軽にお立ち
寄り下さい。

山形県知事許可「高度管理医療機器
等販売業許可証」取得店
最適な補聴器。ブラビシモライト。

ボリューム
コントロール付

デジタル補聴器
耳掛型

“無料試聴
貸出”中!

耳 あ な 型

戦国武将のフィギア
取り扱っております。

くだものうつわ

上山市金瓶水上6-2
Phone: 023-672-5861

各種ご贈答にも最適

れ
を
摘
ん
で
仏
壇
に
も
お
墓
に
も
供
え
ら
れ
た
の
で
買
い
求
め
て
は

こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
私
は
「
野
の
花
」
を
供
え
て
や
り

た
い
気
持
ち
が
お
盆
を
過
ぎ
た
今
も
多
分
に
心
に
残
っ
て
い
る
。
と

り
わ
け
娘
は
私
の
心
を
知
る
か
の
如
く
農
山
漁
村
の
地
域
の
崩
壊
の

問
題
を
研
究
者
と
し
て
選
び
、
そ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、
野

の
花
を
供
え
て
や
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
思
い
の
中
で
の

お
盆
で
あ
っ
た
の
に
望
外
な
喜
び
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
勤
務
地
で

あ
っ
た
愛
媛
県
内
の
あ
る
農
家
の
方
か
ら
「
御
供
」
と
書
い
て
あ
る

お
気
遣
い
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。「
米
作
農
家
」
と
自
称
し
て

お
ら
れ
た
が
、
そ
う
し
た
農
家
の
方
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
農
家
の

く
ら
し
、
つ
ま
り
地
域
創
生
の
問
題
の
研
究
活
動
に
走
り
回
り
、
本

や
文
書
に
の
み
頼
る
の
で
は
な
く
、「
現
場
の
人
」
と
一
緒
に
な
っ
て

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
野
の
花
を
求
め
る
が
ご
と
く
し
て
歩
き
ま
わ
っ
て
活
動

を
し
て
い
た
様
子
を
よ
く
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
反
面
、
そ
う
で
あ
る
だ
け
に
伊
藤
左
千
夫
の
「
野
菊
の
墓
」

の
墓
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
「
純
愛
」
の
機
が
彼
女
に
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
、
と
い
っ
た
口
惜
し
み
の
よ
う
な
こ
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

そ
し
て
人
生
の
ま
ま
な
ら
ぬ
儚
さ
を
思
い
目
頭
を
あ
つ
し
た
。

「
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
…
」
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
ば
を
よ
く
耳
に
す

る
が
そ
ん
な
こ
と
ば
を
聞
く
た
び
に
私
は
違
和
感
を
お
ぼ
え
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
山
里
に
住
ん
で
い
る
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り

「
自
然
」
を
暮
ら
し
に
か
つ
よ
う
し
な
け
れ
ば
そ
れ
を
「
豊
か
」
と
は

言
え
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。

花
店
か
ら
豪
華
な
花
を
求
め
て
室
に
飾
る
の
も
い
い
。
け
れ
ど
こ

の
ご
ろ
の
私
た
ち
の
暮
し
の
中
で
失
わ
れ
て
い
る
の
は
「
野
の
花
」

の
よ
う
な
自
然
の
美
し
さ
で
あ
り
政
夫
と
民
子
の
よ
う
な
「
純
愛
」

や
「
美
」
が
周
囲
の
「
野
」
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
の
か
。
そ
の
失
わ
れ
た
「
美
」
を
今
の
「
豊
か
な
社
会
」
で

取
り
戻
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
夕
方
墓
の
ほ
と

り
で
思
い
を
馳
せ
た
。

女
郎
花
（
オ
ミ
ナ
エ
シ
）
の
咲
く
頃
に
な
る
と
伊
藤
左
千
夫
の
名

作
「
野
菊
の
墓
」
と
い
う
小
説
を
思
い
出
す
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
明

治
三
十
九
年
発
表
と
あ
る
か
ら
ず
い
ぶ
ん
古
い
作
品
だ
。
十
五
歳
の

政
夫
と
二
歳
年
上
の
民
子
の
純
粋
な
恋
と
別
れ
を
描
く
と
あ
る
が
、
私

が
こ
の
小
説
を
読
ん
だ
の
は
い
つ
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
千
葉
県

の
あ
る
農
家
の
、
い
と
こ
同
士
の
若
い
二
人
の
恋
と
そ
の
別
れ
を
描

い
た
も
の
だ
が
、
そ
ぼ
両
家
は
わ
が
家
の
よ
う
な
貧
農
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
階
級
の
違
い
で
の
物
語
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
清
純
な
恋
」

と
、
そ
の
別
れ
（
死
）
に
感
動
し
た
記
憶
は
い
ま
だ
深
く
頭
の
奥
に

残
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
今
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
書
く
気
が
起
こ
っ
た
の
は
伊
藤
左
千

夫
の
「
野
菊
の
墓
」
に
つ
い
て
で
は
な
い
。「
野
菊
」
と
い
う
「
野
に

咲
く
花
に
山
里
に
暮
ら
す
我
ら
で
あ
っ
て
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
口
惜
し
さ
を
思
い
起
こ
し
た
か
ら
だ
。

私
が
子
ど
も
の
頃
は
「
お
盆
」（
盂
蘭
盆
）
の
前
日
は
仏
壇
と
、
お

墓
に
供
え
る
花
は
野
に
咲
く
花
、
こ
ま
か
く
言
え
ば
オ
ミ
ナ
エ
シ
と

か
、
桔
梗
、
山
百
合
な
ど
、
ほ
か
い
く
つ
も
の
初
秋
に
咲
く
野
の
花

だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
花
を
摘
み
に
や
ら
さ
れ
た
の
だ
。

そ
れ
が
今
は
そ
う
で
な
く
な
り
ス
ー
パ
ー
な
ど
、
花
を
売
っ
て
い
る

店
か
ら
買
っ
て
く
る
。
そ
の
理
由
は
い
く
つ
も
あ
る
が
第
一
、
野
に

オ
ミ
ナ
エ
シ
な
ど
野
草
で
あ
る
野
の
花
を
見
か
け
る
事
が
出
来
な
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
前
村
に
は
「
刈
場
」
と
い
わ
れ
て
い
る
採
草
地
の
中
に
、
い
く

つ
も
の
野
の
花
が
咲
い
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
花
を
総
称

し
て
「
お
盆
花
」
と
も
呼
ん
で
い
た
い
た
の
で
あ
る
。

去
る
六
月
十
五
日
、
私
に
と
っ
て
は
全
財
産
で
あ
る
子
ど
も
が
癌

に
お
か
さ
れ
て
絶
命
し
た
。
だ
か
ら
今
年
の
「
お
盆
」
は
娘
の
初
盆

だ
っ
た
。
そ
れ
で
私
は
娘
に
野
の
花
を
供
え
て
や
ろ
う
と
山
に
出
か

け
た
が
や
っ
ぱ
り
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ

で
も
女
房
は
庭
に
い
く
つ
も
の
花
を
植
え
て
愉
し
ん
で
い
る
の
で
、
そ

山
里
の
暮
ら
し
ス
ケ
ッ
チ
「
お
盆
花
」

佐
　
藤
　
藤
三
郎

（
著
述
業
・
狸
森
在
住
）

�



上
山
市
観
光
課

〇
二
三（
六
七
二
）一
一
一
一

上
山
市
観
光
物
産
協
会

〇
二
三（
六
七
二
）〇
八
三
九

か
み
の
や
ま
温
泉
旅
館
組
合

〇
二
三（
六
七
二
）一
四
五
六

上
山
市
立
図
書
館

〇
二
三（
六
七
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）〇
八
五
〇

上
山
城
郷
土
資
料
館

〇
二
三（
六
七
三
）三
六
六
〇

Ｊ
Ｒ
か
み
の
や
ま
温
泉
駅

〇
五
〇（
二
〇
一
六
）一
六
〇
〇

蔵
王
坊
平
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
三
一
一

蔵
王
猿
倉
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
二
一
一

山
交
ハ
イ
ヤ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）一
六
一
六

観
光
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
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）二
三
二
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上
山
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
三（
六
七
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）一
一
二
二

上
山
レ
ン
タ
カ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）四
一
九
〇
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栗
川
稲
荷
神
社

上
山
市
松
山
一
ー
一
ー
五
二
鎮
座

社
務
所
☎
〇
二
三（
六
七
二
）三
五
二
〇

御
祭
神
　
稲
倉
魂
命

元
旦
祭

一
月
一
日

例
大
祭
　
四
月
二
十
三
日

月
例
祭
　
四
月
二
十
三
日

由
緒
沿
革

栗
川
稲
荷
神
社
は
備
中
国
庭
瀬
の
城
主
松
平
信
通
公
が
城
中
守
護
神
と

し
て
奉
祠
さ
れ
、
厚
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
お
社
で
あ
り
ま
す
。

元
禄
十
年
九
月
出
羽
国
上
山
に
国
替
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
松
平
家
の

守
護
神
と
し
て
城
内
に
社
殿
を
造
り
固
い
信
仰
を
捧
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

大
政
奉
還
の
後
は
現
在
地
の
松
山
高
台
に
勧
請
鎮
座
を
致
し
、
年
を
重

ね
る
毎
に
県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
よ
り
の
多
く
の
参
拝
者
を
迎
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

山新販売株式会社
スタッフ募集中です！
◉正社員（転勤あり）
◉配達員（週3〜4日も可）

☎まずはお問合せ下さい。
未経験でも大丈夫です。
■上山南（営）上山市石崎一丁目

023-673-3541
■上　山（営）上山市弁天二丁目

023-672-0259



〒999-3141 山形県上山市新湯1-33
TEL.023-672-1212㈹

山形県かみのやま温泉月岡城址の宿

〒999-3242 上山市葉山5-50
TEL. 023-672-0330（代表）
フリーダイヤル0120-72-0330

上山温泉・葉山

MEIGETUSOU

なつかしい和（なごみ）の空間

かみのやま温泉葉山

☎（023）672-2451
http://saikatei-jidaiya.jp

各種ギフト・お土産品もございます
（発送も承っております）

フリーダイヤル 0120-08-2351
〒999-3225 山形県上山市楢下1233-2

TEL（023）674-2351
FAX（023）674-2515

株式
会社

こんにゃく懐石膳
お客様の接待、ご会合等にもご利用ください。


